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コンセプトの決定、コンセプトに沿った一貫性のある広報の実施

支部の広報課題と課題に応じた方針の策定

対応する施策：
・3か年の中長期型広報戦略の

策定と実行（P4）
・コンセプトに沿った一貫性のある

広報活動（P5）
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支部の広報活動における課題の整理・3か年の広報方針の策定と目標の設定
支部の広報活動においては、下記のような課題があったため、令和3年度より、PRコンサルティングに

かかる業務委託を活用し、3か年にわたって中長期的な広報計画を作成し、改善を図った。

1.背景・経緯



コンセプトの決定、コンセプトに沿った一貫性のある広報の実施

【広報計画における目的】

京都支部事業の認知度向上、ブランディング
各事業を推進しやすくなるためには、支部の認知度やイメージの向上、支部事業の価値の訴求が必要である。

2.広報計画

〈訴求したい当支部のイメージ・価値〉
協会けんぽ京都支部は、保有するデータやノウハウを活用し、保健事業等を通して、加入者や事業所等に対して“今の数値、状況を

お知らせ”し、また、現状を“よりよくするサポート体制”があり、また“寄り添い型のコミュニケーションを提供する組織である“ことを
訴求したい。

【目的を達成するための基本方針（1）】

（1）届いてほしいターゲットに届ける広報の実施

〈目標〉ターゲットの属性ターゲットの心理を理解し、メッセージを届けることができるようになること
コアターゲットの周辺（事業所・地域・社会）を意識し、効果的にコアターゲットへ情報を伝播できるような手法を検討・実施する。

広報計画における目的と、目的を達成するための方針の整理
PRコンサルティング事業者の知見を活用しながら、広報計画を整理した。

【目的を達成するための基本方針（2）】

（2）今後に繋がる基盤（情報インフラ・職員のスキル・メディア等との繋がり）の拡充

①事業所とのコミュニケーション、メディアとのコミュニケーションを活用した広報活動
〈目標〉「京都の健康」に関する情報提供元として、報道関係者や関係団体からの認知を獲得する。
・事業所との繋がりの強化
広報活動を通し、事業所とのコミュニケーションを活性化させることを目指している。

・第三者メディアとの繋がりの強化
ターゲットへのアプローチ方法（コミュニケーション方法）に偏りを持たせないようにするため、多様な方法による発信を
行う必要があるということから、今後さらに第三者メディアから求められるコンテンツ作りや発信手法を活用する。

②広報活動における情報インフラ（HP、LP（特設ページ）、紙媒体）等の整備・改良
〈目標〉既存の自社メディアの課題を抽出し、改善するPDCAサイクルを回せるようになること。

③広報活動における職員の知識・ノウハウの蓄積
〈目標〉協会内での情報収集、情報整理などの基礎的な活動が自立してできるようになること。 3



コンセプトの決定、コンセプトに沿った一貫性のある広報の実施

広報計画イメージ
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2.広報計画
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「現在値（いま）」をみよう

健診を受けて

健康の「現在値（いま）」をみよう

コラボヘルスを推進して従業員や会社の「現在値

（いま）」をよりよくしよう

医療費の「現在値（いま）」をみて、
ジェネリック医薬品を使用するなど、

医療保険制度を維持するためにできることを考えよう

コンセプト

コンセプト使用例

2.広報計画 -コンセプトに沿った一貫性のある広報の実施-

PRムービーの作成

生活の中からみえる数値を意識いただく
動画や特設サイトを制作。

性別・年代は同じである3人のモデルの生活習慣とそれにかかわる数字を見せながら、視聴者に
自身の生活習慣について気づきを持っていただくことがテーマです。

脂質・塩分・カロリー
（保健G管理栄養士と
連携して作成）

時間

特設サイトイメージ



■メディアや事業所等の、第三者の発信力を活用したターゲットへの情報発信
・これまでの支部は直接加入者個人に対し、協会が発信するのみであった。これでは情報の伝わり方に偏りがでてしまう。
→加入者の周囲への啓発を行い、コアターゲットである加入者に情報を伝播させる計画を策定、実施。（図1）
具体的には、メディアの発信力を活用することを狙ったプレスリリースや個別プロモート、事業所の発信力を活用するこ
とを狙った、宣言事業所とのコラボ座談会等の記事化を行っている。

令和５年度重点をおいた業態
運輸業・建設業の事業所ならびに関係事業所団体
〈重点を置いた理由等〉
加入事業所の健康診断等のデータを業態別に分析したところ、冠動脈疾患リスク（吹田スコア、相対危険度）が京都支部
平均より高いという健康課題があることがわかっているため。

2.広報計画 –その他：ターゲットを意識した広報-

（図1）
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実施施策 概要 施策ごとの結果（効果）

報道機関向けアプローチ

（ニュースリリースの作成・配
信）

・配信サイト＠PRESSを使用し、ニュースリリース
を３回配信
(R５年10月16日・R５年11月13日・R６年３月１日)
・配信に合わせ、府政記者クラブへも投げ込み

紙面や、WEBサイトにて記事の掲載に至った。
主な掲載先
【紙面】
・京都新聞（朝・夕刊）・読売新聞・日刊スポーツ
・スポーツニッポン・へるすあっぷ21 等
【WEBサイト】
・Yahooニュース・保健指導リソースガイド・Mapion
ニュース 他多数

メディアタイアップ①

（記事型広告）

・シティリビングWEB京都タイアップ
（R５年12月６日）
・女性読者の多い媒体にて、女性の健康と健康に関
する悩みについて、読者２名と座談会を行い、記事
を掲載

・PV数（ページ訪問数）：1,736PV
・アンケート応募数：751件
・読者に参加いただくことで、同年代の読者に共感を
持っていただける記事となった。

メディアタイアップ②

（記事型広告）

・京都新聞WEBタイアップ
（R６年２月29日）
・「京都働き世代の健康データブック」の概要につ
いてプロが取材

・合計インプレッション数
（広告が表示された件数）： 1,168,626件
・PV数（中身を閲覧した件数）：957PV
・京都で働く方の健康をテーマにした内容のため、タイ
トルをみて興味を持つ人と持たない人ではっきり分かれ
た可能性。今後も、多くの人に見てもらうために、タイ
トルやキャッチコピーの検討を行っていく。

自社メディアの充実

・LP（特設サイト）ページ制作４件
①タクシー業界との座談会
②坂根先生監修 運動習慣と糖尿病の関係
③建設業界との座談会
④「京都働き世代のデータブック」の概要
（①R５年10月16日・②R５年11月13日
③R６年２月26日・④R６年３月１日）

・期間中総ページビュー6,018PV 1日平均39PV 
（2024/3/24集計時点）
（R3年度は4,657PV）
・ニュースリリース、メディアタイアップ、定期広報誌
発行やメルマガ配信時に、ページへの流入導線を配置
・公開時期に合わせてメルマガ臨時号での特集

ブース出展・セミナー開催
・「シティフェスKYOTO2023」へのブース出展
・洛和会セミナー開催

・京都在住、京都で働く女性に健康相談の場を設けるこ
とで、京都の女性の貴重な意見を集計できた。

内部体制の強化 委託事業者による広報資材改良（８点）
・普段使用しているチラシやDMを添削いただくことに
より、第三者の視点から広報物の課題に気づくきっかけ
となった。

3.具体的施策 –令和５年度施策一覧-



“「健康の現在値（いま）」を見る”ための啓発等に向けて、協会けんぽ京都支部の保有する分析データを基にニュースを作成、事業
所の健康に関する課題提起や注意喚起について等、社会性の高い情報づくりを意識してリリースした。

①2023.10.16
タクシードライバーのメタボリスクは1.3倍。
働き方改革にも「ドライバーの健康課題」を。
→令和４年度の健診結果データを基に、タクシー会社勤務の男性に
焦点をあて分析。そこから明らかとなった働き方から生じる良い生
活習慣、悪い生活習慣について情報発信。

リリース手法と結果

①アットプレス（ニュース配信サイト）配信
→35サイトに自動転載
→保健・医療専門メディア保健指導リソースガイド

②職員による記者クラブ（府政・経済）持ち込み・関係団体への
情報提供

→京都新聞紙面（取材対応あり）
→タクシー協会業界紙紙面

③個別プロモート(委託先による送付や架電)
→ラジオ関西「ばんばひろふみラジオDEショー」

3.具体的施策 –報道機関向けアプローチ①（ニュースリリースの作成・配信）-
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※出典：京都新聞 2023.11.24朝刊

※出典：交通界21 2023.10.18



②2023.11.13
運動は無料の薬。はじめられる、続けられる「運動」を今、その一歩から。
歩行速度が遅いことが、糖尿病リスクを高める。男性2.5倍、女性4.4割増
→世界糖尿病デー（2023.11.14）にあわせて、京都支部加入約24万人の令
和４年度健診結果データから糖尿病リスクと運動習慣の関係性を分析し、発表。
また、専門家（医学博士）に記事を監修いただくことで訴求力を高めた。

リリース手法と結果
①アットプレス（ニュース配信サイト）配信
→35サイト自動転載
→転載先から日本医療衛生新聞に目が留まり紙面掲載
→保健指導リソースガイド（医療職者メディア）

②職員による記者クラブ（府政・経済）持ち込み・関係団体への
情報提供

③個別プロモート(委託先による送付や架電)
→KBS京都テレビ「勇さんのびわ湖バイタル研究所」
（トーク番組）

3.具体的施策 –報道機関向けアプローチ②（ニュースリリースの作成・配信）-
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※出典：保健指導リソースガイド 2023. 11.14掲載
URL：https://tokuteikenshin-hokensidou.jp/news/2023/012672.php

※出典
：日本医療衛生新聞

2023.11.20



③2024.3.1
業態別 健康課題を見える化「働き世代の健康データブック」公開
ビッグデータから課題を分析、企業の健康経営を支援
●働き世代、業態別の健康課題・特徴を見える化
→業態に着目することで自分事として捉えてもらう

●業態別の健康課題に応じた健康経営の推進
→それぞれの課題に応じた対策を解説

リリース手法と結果
①アットプレス（ニュース配信サイト）配信
→28サイト自動転載（保健指導リソースガイド、exicite.ニュース
等）

②職員による記者クラブ（府政・経済）持ち込み・関係団体への
情報提供

→へるすあっぷ21、日本流通新聞、労働新聞、読売新聞、京都新聞

③個別プロモート(委託先による送付や架電)
→日刊スポーツ、スポーツニッポン

3.具体的施策 –報道機関向けアプローチ③（ニュースリリースの作成・配信）-
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※京都新聞 朝刊 令和６年５月31日掲載 ※読売新聞 朝刊 令和６年５月８日掲載

※日本流通新聞 令和６年３月11日掲載
他多数掲載

※スポーツニッポン 令和６年３月28日掲載



記事型広告（広告出稿料を支払い、メディア記者へ取材申し込みを行う手法）という手段を活用し、第三者視点で意見を伝えること
で説得力のある情報発信を目指した。

①シティリビングWEB京都
「京都府の女性が健康寿命最下位」ということから、ヘルスリテラシーを高めるためにも、特定保健指導を読者に体験
していただく内容とした。

・京都府の女性が健康寿命最下位ということから女性向けの情報発信が必要であるとし、読者の7割が女性である上記
メディアを採用した。

・40歳を超えた働く女性に「特定保健指導」の体験を通じ、健康と日頃から抱える健康の悩みについて支部保健師・管理
栄養士に相談。「健康の現在値（いま）」を知ってもらうためにも体成分分析装置で分析し、その結果を踏まえ意見交
換を行った。

・令和４年度・令和５年度ともに同媒体にて情報発信・アンケートを実施し、令和５年度は協会けんぽの事業の認知度が大きく
向上した。

②京都新聞WEB
「京都働き世代のデータブック」の発行にあわせ、データブックの概要説明や作成に至った経緯などをインタビュー形
式で記事を掲載した。

・支部HP、特設ページに比べ、メディアの発信力により検索ワードにかかりやすくなる効果がある。また、記者とコミュ
ニケーションを取ることができることから、メディアが求める情報について理解を深めることができる。

3.具体的施策 –メディアタイアップ施策①（シティリビングWEB京都、京都新聞WEB）－

-
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①シティリビングWEB京都（2023.12.６）
≪協会けんぽで聞きました 変化していくカラダとこれからも上手に付き合いたい≫

②京都新聞WEB（2024.２.29）
≪「京都働き世代の健康データブック」から見る健康の現在値（いま）と未来

①シティリビングWEB京都
（https://city.living.jp/osaka/f-osaka/1415058/）

②京都新聞WEB
（https://city.living.jp/osaka/f-osaka/1415058/）



本部および京都支部の公式サイトの内容を、一般向けに分かりやすくまたは補完するコンテンツを集約するサイトとして、LP（特設
サイト）の役割を設定。
・さらにリリースやメディアタイアップ記事と同期した内容のコンテンツを作成、展開した。
・コンテンツ制作においては、協会けんぽが保有するビッグデータを分析し、業態に注目した「コラボヘルス」に向けたコンテンツ
を作成した。

・有識者の監修や事業所担当者との座談会等をデータをもとに掲載することで自分事として捉えてもらえるきっかけとなった。
今後も内部の知見、リソースを活用した事業所および加入者の行動を促すコンテンツを掲載し、啓発に資するウェブサイトとして展
開を検討する。

3.具体的施策 –自社メディアを充実させるための施策（LP制作）-
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①

②

③

④

①医学博士である坂根直樹先生監修：運動習慣と糖尿病の関係
②タクシー業界２社担当者との座談会：タクシー業界の健康課題と特徴
③建設業界２社担当者との座談会：建設業界の健康課題と特徴
④業態別の健康課題に着目したデータブックの概要説明

LP閲覧数

前年度に比べ、総アクセス数は増加しているものの、１日平均PV数
が39PVと少ないため、アクセス数を高める施策に検討が必要。



3.具体的施策 –自社メディアを充実させるための施策（LP制作）-
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https://kyoto01.kyoukaikenpo.or.jp/kenkoujigyous
hosengen/

タクシー業界２社との座談会

高齢の方も元気に働いているタクシー業
界。
長く元気に働いてもらうため、人手不足
解消に取り組んでいることや、担当者が
心掛けていることをインタビューし、記
事作成。

公開日：令和５年10月16日
総PV数：504PV

Dr.坂根の健康のススメ、一問一答

世界糖尿病デー（2023.11.14）に合わせ
て、糖尿病と運動習慣の関係を医学博士
監修のもと記事作成。
クイズ形式にすることで加入者の関心を
惹くような作りとした。

公開日：令和５年11月13日
総PV数：372PV

https://kyoto01.kyoukaikenpo.or.jp/susume03/



建設業界２社との座談会

健康課題の解決のためにまずは「健康事
業所宣言」を。
「健康事業所宣言」をするにあたった経
緯や宣言後の取り組みについてインタ
ビュー記事を作成。

公開日：令和６年２月26日
総PV数：257PV

3.具体的施策 –自社メディアを充実させるための施策（LP制作）-
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「京都働き世代の健康データブック」の概要
説明

健診データ等を分析し、業態ごとに着目した
「京都働き世代のデータブック」。主な業態
の健康課題や特徴についてピックアップし掲
載。

公開日：令和６年３月１日
総PV数：93PV

https://kyoto01.kyoukaikenpo.or.jp/sengen/

https://kyoto01.kyoukaikenpo.or.jp/kenkoudatabook/



3.具体的施策 –ブース出展・セミナー開催（シティフェスKYOTO2023）ー

【協会けんぽ京都支部の活動を知ってもらう場を作る】
「シティリビング京都」主催の、女性限定イベント「シティフェスKYOTO2023」へのブース出展および健康セミナー（洛和会
協力）の実施を行い、京都在住または京都で働く女性に京都支部の活動を広めた。

・会場にてアンケート調査を行い、貴重な意見を集計することができた。

・睡眠の悩み
（不眠、夜中に何度も目が覚める、寝つきが悪い、眠りが浅い等）

・運動習慣の悩み
（運動不足とわかっているが、時間が取れない、どんな運動が効果的かわからない等）

・体の疲れやすさの悩み
（疲れやすくなった。寝ても疲労が取れない、肩や腰、膝の痛みがある等）

・体重の変動の悩み
（太りやすくなった、痩せにくくなった、脂肪が落ちにくい等）

・高血圧の悩み
（年々高くなる、それに伴う飲酒制限の悩み等）

・骨粗しょう症、食後血糖値の悩み
（骨が痛い、骨粗しょう症で骨折した、食後の血糖値が高い等）

●アンケート回答内容集計結果
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４.令和６年度の方針

特設ページを通じて健康づくり推進

令和６年度版「京都働き世代のデータブック」の作成

令和５年度は主にビッグデータを活用し業態ごとに着目した広報を実施した。
特に「京都働き世代のデータブック」においては多数メディアに掲載されたことで、業態特有の働き方からくる健康課題や

特徴は世間の関心が高いコンテンツであることが分かった。
事業所担当者との座談会では、実際にどのような健康づくりの取り組みを行っているか、健康づくりで苦労したことなど、

健康づくりに取り組んでいる事業所が欲しい情報を掲載した。

特設ページの改修により、事業所の健康経営・健康づくりの推進

16

令和６年度：健康経営に取り組む効果を見える化。
→健康事業所宣言をすることで健康リスクが改善した事業所の取り組み事例や、健康づくりに取り組むメリットについ
て作成予定。

特設ページをより見たくなるページへ

特設ページをより多くの事業所に見ていただくことで、事業所の健康づくり推進を促す。
具体的な数値目標として令和７年３月末までに健康事業所宣言数を1,340社以上とする。
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